様式5
科学研究費補助金獲得支援助成申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　　
　
	講 座 名
	　

	職名・申請者名
	　

	研究課題名
	　

	審査結果
	□ Ａ該当（上位20%以内）       □ Ｂ該当（上位20%～50%以内）

	研究種目
	□ 新学術領域研究        □ 挑戦的研究（開拓）

	
	□ 基盤研究（S）         □ 挑戦的研究（萌芽）

	
	□ 基盤研究（A）　　　   □ 若手研究

	
	□ 基盤研究（B）         □ 研究活動スタート支援

	
	□ 基盤研究（C）         □ 国際共同研究強化（A）

	
	□ 国際共同研究強化（B）

	
	□ その他の研究種目（具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　）

	所管名称・コード
※助成が決定した場合　　　　　　　　　　　　　　　　　の移算先
	所管名称：　　　　　　　　所管コード：

	研究育成経費（全学）への応募状況
	□ 応募あり　　　   　　 □ 応募なし


· 本助成の対象教員は、研究科教員に限ります。対象教員であれば研究プロジェクトメンバであるか否かは問いません。

· 本助成の対象は、下記の３条件を全て満たしている課題とします。
1.令和２年度科学研究費補助金助成事業に応募し不採択になった課題。
2.文部科学省または日本学術振興会が開示した「審査結果」において、不採択課題の中で上位20% もしくは 21～50% に位置していた課題。
3.本助成の申請者が対象課題の研究代表者となっている課題。
· 応募数が少ない等の理由で「評価なし」となった場合も助成対象とします。
◆本助成の方法は、科学研究費補助金獲得支援助成額を校費として研究代表者に移算するこ　　　　とで行なわれます。助成額は学術研究院工学系部門研究活動推進委員会が定めます。
· この申請書は、電子開示されている「審査結果」のページを印刷したものおよび当該研究種目の研究計画調書のpdfファイルとともに工学系運営管理課に提出してください。

· 「審査結果」はデータとして研究科・大学で他の目的のために利用されますが、研究代表者と対応付けた利用は行いません。
· 研究育成経費より助成を受ける課題については、本助成の対象外とします。

· 科学研究費補助金に１件でも採択された場合（継続を含む）は、本助成の対象外とします。また、科学研究費補助金の不採択課題が複数ある場合は、１件のみ本助成の対象とします。ただし、国際共同研究強化（A）・（B）については、この条件から除外します。
· 提出された研究計画調書をアドバイザーがチェックして、後日、申請者にコメントが戻されます。次回の科研費申請で研究内容の大幅な変更を予定している場合は、委員長に相談して下さい。
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